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１． 理念 

  病院理念 

私たちは、利用者の皆様が住み慣れた地域でいきいきと心豊かな生活が

できるよう良質で信頼される総合的なリハビリテーションサービスを真心

をこめて提供します。 

 

  看護科理念 

私たちは、利用者の皆さんの立場を尊重し、「その人らしい生活」の再構

築を支援するため、質の高いリハビリテーション看護を提供します。 

 

  看護科の基本方針 

１）利用者の皆さんの自己決定を尊重し、誠意をもった細やかな対応をし

ます。 

２）事故防止に努め、安全な看護を提供します。 

３）チーム医療の一翼を担い、専門性の高い科学的根拠に基づいた看護を

提供します。 

４）急性期および地域医療との連携を強め、満足していただける看護を実

践します。 
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令和2年度　　  看護科のバランストスコアカード
目標：新たな学習システムを構築し、自ら学ぶ専門職になる

利用者とのパートナーシップ
の構築

地域連携強化

利用者との信頼関係の構築

地域との信頼関係構築

学生実習受け入れ(看護学生・中学生）
市民病院との連携により信頼関係の構築

患者満足度調査

紹介患者数
出前講座件数

学生受け入れ人数
スカイプ会議回数

看護師長
総看護師長

95.5%

500人
１件

延べ805人
0件

安全安心な医療の提供 安心安全な看護の提供

IA報告件数　研修会参加率

院内感染発生件数　研修会参
加率

褥瘡発生率・持ち込み件数・持
ち出し件数・医療関連機器圧迫

創傷とスキンテア発生件数

急性増悪転院患者数
膀胱留置カテーテル離脱率
気管切開チューブ離脱率

医療安全管理者
感染対策委員
褥瘡対策委員

看護師長
総看護師長

レベル0　739件
レベル3b以上　3件

リスク研修会参加率100％

院内感染発生保菌率0.4％
 持ち込み保菌率6.1％

　感染研修参加率100％

褥瘡発生率0.3％
持ち出し件数０人

医療関連機器圧迫創傷25件
スキンテア11件
急性増悪5.4%

膀胱留置カテーテル離脱率73.9%
気管切開チューブ離脱率75%

病床利用率の向上
算定もれの防止

平均病床利用率
認知症ケア加算1算定件数

リハ総算定料算定率
摂食機能療法件数

摂食嚥下支援加算件数
排尿自立支援加算

看護師長
総看護師長

平均病床利用率　95.3%
認知症ケア加算1算定件数　Ｒ１．

12月～開始
リハ総算定料算定率　71.4％

摂食機能療法件数　 R2.4～開始

看護外来の継続
フットケア外来患者数

皮膚排泄
認定看護師

フットケア外来患者数
72件

外来収益の向上

外来患者数の増加
専門外来（摂食機能障害評価

外来等）の拡充
看護師長

総看護師長

外来患者数の増加　18511単位

専門外来　79件

医療保険による退院後訪問指導
介護保険による訪問看護

退院後訪問指導件数

訪問看護件数
看護師長

退院後訪問指導件数　45件

訪問看護件数　0件

チーム医療の推進

NST介入による低栄養の改善
個別訓練実施による訓練強化
病棟訓練実施による訓練量の確保
脊損パスの導入

経口摂取回復患者率
個別訓練実施数
病棟訓練実施数

脊損パス実施患者数

NST委員
介護士

看護師長
総看護師長

回復期リハ看護師

経口摂取回復患者率　54.5%
個別訓練実施数　21150人
病棟訓練実施数　2703人
脊損パス実施患者数　3件

質の高い
リハビリテーション看護の提供

在宅復帰率の向上
在宅復帰のための支援を強化 在宅復帰率

看護の質向上担当
看護師長

総看護師長
在宅復帰率　84.3%

看護科リソースを
中心とした活動

入院患者のADL向上のためのグループ活動
を持続し、FIMの改善とADL自立へのサポート
を実践

実績指数
認定看護師介入数

認定看護師
リハビリ看護師

看護師長
主任看護師

実績指数　50.2%

看護師長・主任の
マネジメント能力の向上

看護管理に関する勉強会
看護管理研修会の開催

管理ラダーの構築
総看護師長

看護管理研修会の開催　2回

看護スタッフの実践能力の向上

ナーシングスキル研修参加
協会ラダーとリハ看護ラダーを再検討し当院
の看護師ラダーを構築
介護士ラダーの構築

研修参加件数
看護師ラダーの構築
介護士ラダーの構築

研究発表

教育委員会
看護師長

総看護師長

研修参加件数
平均14回以上／年／人

研究発表4件

職員満足度の向上 職員満足度の向上

職員満足度評価調査
夜勤アンケート調査

年休取得率
離職率

時間外の削減
メンタルヘルスチェック

心理療法士
看護師長

総看護師長

職員満足度評価調査　平均3.2

夜勤アンケート調査

年休取得率　28.4%
離職率　１０％

年間100時間超え職員0名

メンタルヘルスチェック実施者
48％

経営シナリオ
Ｈ31年度
の実績

財務の視点

重要業績評価指標
（ＫＰＩ）

ＫＰＩ
オーナー

学習と成長
の視点

内部(業務）
プロセス
の視点

顧客の視点

各視点の戦略目標
重要成功要因：CSF

医業収益の向上
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95.5%

500人
１件

延べ810人
10件

２回/年

レベル0　750件
レベル3b以上　3件

リスク研修会参加率100％

院内感染発生保菌率0.3％
 持ち込み保菌率6.0％

　感染研修参加率100％

褥瘡発生率0.3％
持ち出し件数０人

医療関連機器圧迫創傷20件
スキンテア10件
急性増悪5.2%

膀胱留置カテーテル離脱率75%
気管切開チューブ離脱率75%

２回/年
１回/年

平均病床利用率　95.5%

認知症ケア加算1算定件
リハ総算定料算定率　75％
摂食機能療法件数　5件/月

排尿自立支援加算　Ｒ2.10～開
始

フットケア外来患者数
75件

外来患者数の増加　平均23人／
日

専門外来　79件

退院後訪問指導件数　50件

訪問看護件数　1件
１回／月

経口摂取回復患者率　55%
→ＦＯＩＳに変更

個別訓練実施数　21150人

病棟訓練実施数　2703人

脊損パス実施患者数　5件

１回／月

在宅復帰率　84.5% ２回/年

実績指数　50% 1回/２M

看護管理研修会の開催　3回
10月～3月

研修参加件数
平均15回以上／年／人

リハラダーの構築終了

研究発表4件

１０月
2月

職員満足度評価調査　平均3.3

夜勤アンケート調査

年休取得率　29%

昨年よりも20時間の削減

メンタルヘルスチェック実施者
75％

１０月
2月

実施項目
R2年度

の目標値

空床期間を最小限にするため退院情報を早めに把
握する
主治医・医療連携担当者との情報交換を頻回に行
う
各チームの加算算定状況を把握する
医事課と情報交換を行い算定漏れを把握する

4回/年

介護指導を行い、自宅退院を可能な限り選択でき
るよう支援する。

糖尿病罹患者等新規フットケア患者を増やすため、
退院患者に広報する

集合研修が減っているので、ナーシングスキルや
オンデマンド研修を使用し、研修機会を設ける。研
修参加が少なかった職員もナーシングスキル研修
を必須研修にすることで、参加率があがる。
教育委員会を中心にラダーⅡからの構築を行う
研究発表を促す。

昨年度に続きFIMのポイントを理解できるように各
病棟での勉強会を開催する。看護の質向上委員会
を中心に退院時のFIM得点の変更が適宜できてい
るかどうかチームごとにチェックする。
強化訓練を挙げることで、低い値のADLにアプロー
チする。

職務満足度調査の低い項目について、対策を検討
する。
WLBの視点から、時間外の多い職員に対して、仕
事の振り分けを行う。

管理ラダーの評価基準・手順を作成し年度末まで
に主任・看護師長が評価を行うことができるように
構築する。

アクションプラン
期限・回数

患者満足度調査の実施
接遇研修を看護科全体で実施するとともに各部署
でも1回以上研修をする。
紹介患者数をモニターする。
出前講座を行っていることを広報する。
学生の実習を受け入れる
急性期と情報交換を行い、回復期看護の質の向上
を行う。

退院患者に対して外来リハについての情報提供を
行い、外来リハに繋げる。
訓練患者の診察、カンファレンスに受け持ち看護師
が参加し個別性のある、回復訓練を促す。

退院後新しい環境に適応するための調整を行った
後に、在宅スタッフに引き継ぐ。機能低下を最小限
にできるよう自宅でできる訓練も取り入れる。医療
保険での退院後訪問指導には要件があるが、適応
のある患者には必ず訪問できるようにする。

研修会に積極的に参加する。
IA情報を職員間で共有するため、IAカンファレンス
を実施する。

手洗いを遵守する。　PPEを適正に使用する。
アウトブレイクを防止する。

医療関連機器圧迫創傷（MDRUP)の早期発見早期
治療を行う。

急性増悪転院患者数をモニターする
膀胱留置カテーテル離脱率をモニターする
気管切開チューブ離脱率をモニターする

NST介入者を病棟で把握し、協働する
病棟での訓練量を確保し、回復を促進させる
脊損パスを導入する

年度末評価

実施項目

患者満足度調査を10月と1月に実施した。看護師の「挨拶・笑顔・やさしさ」の項目は良い・やや
良いを合わせると96.8％であった。家族への心配りが、85.6％で、家族への声かけを積極的に
行い、利用者と良好な関係を築けるように取り組む。病院全体では、良い・やや良いが89.8％
で、わからない・未回答が10％あった。
接遇研修を看護科全体で実施した。ナーシングスキルでの学習で、参加率は100％であった。
看護の質向上委員会を中心に、身だしなみチェックや接遇標語を使用し、職員への意識付けに
取り組んだ。
新規入院患者数は484人で昨年よりも16人少なかった。市内にできた回復期病院の影響とコロ
ナによる患者数の減少が影響したと考えられる。
出前講座・学生の実習は新型コロナウィルス感染予防のため受け入れは中止となった。
市民病院の脳外科病棟とスカイプカンファレンスを行い情報交換した。6回実施。

・リスクメネジメント研修会への参加率は100%であった。
インシデントは1431件、アクシデント3b4件、暴言暴力6が41件であった。そのうちレベル0は699
レベル1は527件、レベル2は253件、レベル3aは52件であった。レベル3ｂのPEG抜去・誤薬につ
いては、時系列で要因分析を行いﾘｽｸｶﾝﾌｧﾚﾝｽで対策を話し合った。その他のレポートについ
ても対策についてカンファレンスを行い検討した。
・感染研修への参加率は100%であった。ナーシングスキルでの学習と手洗い・PPEの実践を
行った。院内感染発生は8件、持ち込み34件であった。
・褥瘡有病率は1.5%、褥瘡推定発生率は0.3%、全国一般病院平均1.20%と比較しても低い数値と
なった。医療関連機器圧迫創傷有病率2.8%、スキンテアの発生有病率0.3%であった。発見時に
は早期治療を行っている。持ち出し件数0件であった。
・急性憎悪転院患者数は20名であった。（4％）
・膀胱留置カテーテル離脱率は95%であった。11月より排尿自立支援加算をとり、チームでカ
テーテルの早期抜去に取り組んでいる。
・気管切開チューブ離脱率は25%であった。医学的に抜去不可能な患者もいたため低かった。

・病床利用率89.4％。目標には届かなかった。コロナで新規入院患者数が減少したことと、市内
に120床の回復期リハビリテーション病院ができたことによる影響が考えられる。実績指数40を
達成するため、平均在院日数は70.4日と昨年の72.2日と比較しても短くなっている。主治医・師
長・医療連携担当者との情報交換を頻回に行った。
・保険診療委員会で、請求漏れのモニターと報酬請求に関する課題解決を行った。リハビリテー
ション総合実施計画書の実施率は79％であったため、来年度はさらに目標を高くする。摂食機
能療法の記録は経過記録に移行し漏れを防止したため、請求に繋がった。認知症ケア加算算
定件数5875件、排尿自立支援加算算定202件であった。

フットケア外来患者は延べ、68名であった。糖尿病罹患者等新規フットケア患者を増やすため、
退院患者に広報する

看護師研修参加数は院内での研修はナーシングスキルでの研修または、オンラインでの研修を
実施したため、年平均25回と昨年よりも大きく参加回数が増えた。院外での研修は中止になる
など、参加できないことが多かったが、最近ではオンデマンド研修参加に代わっているため、遠
方の学会など参加しやすくなっている。介護士研修への参加率は50％　夜勤が始まり参加率が
落ちている。ナーシングスキルでの学習を進める。
研究発表は4件。
リハビリテーション看護キャリアラダーを構築した。ラダーⅡ取得者が5名　Ⅲ取得者が8名あっ
た。

職員満足度評価調査は、看護師は看護協会のチャレンジを実施した。県平均3.38に対して、3.6
と若干高い数値であった。数値が高かったのは、36番の「利用者の要望に真摯に向き合い対応
している。」や、37番の「利用者との接点で起きたことを日常的に話題にしている。」など、ケアの
場面の項目であった。介護士の調査は昨年と同様に行った。待遇面、上司への信頼、職場の人
間関係が高かった。どちらの職種も変革力が２点台と低かったが、夜勤体制の変更など、仕事
内容の変化に対して柔軟に前向きに対応できている。
年休取得は、平均6日/人であった
離職は今年度10人あった。離職率12%
時間外の削減については9月単月では、看護科全体として189時間であった。昨年の309時間よ
りも減っていた。
平均2.5時間/人/月　勤務終了前には、就業予測時間を確認し時間を意識して業務に当たるよ
うに取り組んでいる。
メンタルヘルスチェックの実施者数は70％と前回よりも増えている。看護科の総合健康リスクは
114とやや高くなっている。要因としては「仕事の質的負担」「役割葛藤」の項目が挙がっていた。

4月13日から5月8日まで、12月28日から1月24日まで外来を休診にしたため、その間外来患者
数は減った。１日平均患者数は20.2名で昨年よりも2.3人減少した。全体的には徐々に患者数は
増えている。訓練患者の診察、カンファレンスに外来の受け持ち看護師が参加し個別性のある
回復訓練を促した。

退院後訪問指導は25回実施した。コロナ県内蔓延期には訪問を中止した。介護保険による訪問
看護は実施できなかった。

令和２年度より摂食嚥下支援加算が開始になった。件数は236件あった。
ＩＣＦシートの試用を行っている。研修会を行ったため、日常のカンファレンスの中でも参加の視
点の目標設定ができている。
各病棟それぞれに離床促進チーム・患者サービス向上チームがあり、リハビリ時間以外に身体
能力強化訓練を実施した。参加者はそれぞれ、延べ8462人（令和元年度12577人）、延べ7748
人（令和元年度8573人）であった。教育サロンは患者密になるため実施できなかった。
脊損パスはWGで最終調整中。1事例実施中。

在宅復帰率は重症者受け入れが多くなったため、10月は75％と下がっていたが、直近では
90.1％と回復した。1階病棟と2階病棟の入院患者の重症者入院を平均的にするようにしてい
る。
介護指導を行い、自宅退院を可能な限り選択できるよう支援する。徐々に介護士の役割に介護
指導を入れている。

3月時点での6ヶ月平均実績指数は49.9であった。昨年度に続きFIMの値の精度を上げるため、
ナーシングスキルでの学習を行った。FIMワーキンググループが中心に行っている。
病棟での強化訓練を個別に挙げることで、FIM値が低い日常生活動作にアプローチする。

管理研修は年２回実施した。
リハビリテーション看護クリニカルラダーを構築したため、主任看護師、師長で評価を実施してい
る。管理ラダーⅠⅡを構築した。現在４人の師長が手順等のシステムの評価を行っている。
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集
合
研
修

 
看
護
科
職
員
全
員
対
象

 

研
修
名

 
目

 
的
 

内
 
容
 

研
修
方
法

 
講
師
 

対
象
者

 
実
施
日

 

B
L
S 

救
急
蘇
生
の
目
的
が
わ
か
り
、
一
次
救
命
の
処
置
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
 

一
次
救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
に

 

つ
い
て

 

講
義
 

演
習
 

主
任
看
護
師
 

4
/
15
 

M
E機

器
扱
い
方
 

M
E機

器
の
扱
い
が
わ
か
る

 
M
E機

器
の
操
作
方
法

 
講
義
 

メ
ー
カ
ー
 

４
/2
2 

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

 
必
須
研
修
 

排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

 

実
践
的
な
学
び
を
深
め
る

 
排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て

 
講
義
 

ビ
デ
オ
研
修

 
主
任
看
護
師
 

5
/
20
 

看
護
情
報
 

患
者
が
見
え
る
看
護
記
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
看
護
管
理
・
情
報
倫
理
に
つ
い
て

 
講
義
 

看
護
情
報
委
員
会
 

6
/
10
 

摂
食
嚥
下
研
修

 
誤
嚥
を
防
ぐ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と

 

食
事
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る

 

摂
食
嚥
下
時
に
関
連
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

に
つ
い
て

 
講
義
 

師
長
 

6
/
17
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害

 

患
者
へ
の
看
護

 
失
語
症
患
者
の
看
護
に
生
か
す

 
失
語
症
患
者
の
病
態
生
理
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法

 
講
義
 

師
長
 

7
/
15
 

認
知
症
看
護

 
必
須
研
修
 

認
知
症
患
者
の
理
解
と
看
護
に
つ
い
て

 

学
び
を
深
め
る
 

認
知
症
患
者
の
症
状
と
そ
の
看
護
に

 

つ
い
て

 

講
義
 

ビ
デ
オ
研
修

 
主
任
看
護
師
 

9
/
16
 

高
次
脳
機
能
障
害
患
者
へ
の

 

看
護
 

高
次
脳
機
能
障
害
患
者
の
看
護
に
つ
い
て

 

学
び
を
深
め
る
 

高
次
脳
機
能
障
害
の
分
類
と
看
護
の

 

実
際
に
つ
い
て

 
講
義
 

主
任
看
護
師
 

1
0
/2
1 

継
続
看
護
・
地
域
連
携

 
回
復
期
か
ら
維
持
期
へ
の
連
携
に
つ
い
て

 

学
び
を
深
め
る
 

当
院
を
退
院
し
た
患
者
の
在
宅
療
養
を
知
る

 
講
義
 

看
護
師
 

1
1
/1
8 

日
常
機
能
評
価

 
必
須
研
修

 
日
常
機
能
評
価
の
内
容
を
理
解
し
、

 

精
度
の
高
い
点
数
を
つ
け
る

 
日
常
機
能
評
価
に
つ
い
て

 
講
義
 

ビ
デ
オ
研
修

 
主
任
看
護
師
 

1
2
/1
6 

事
例
発
表
 

回
復
期
か
ら
維
持
期
へ
退
院
支
援
を
行
っ
た

 

実
例
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
共
有
す
る

 

回
復
期
病
棟
で
行
っ
た
退
院
支
援
に

 

つ
い
て

 
発
表
 

1
階
看
護
師
 
・
２
階
看
護
師
 

1
/
20
 

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
発
表
会

 
１
年
間
の
看
護
活
動
を
共
有
す
る

 
凝
縮
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
発
表

 
発
表
 

看
護
師
 

介
護
士
 

2
/
17
 

感
染
･リ

ス
ク
研
修

 
感
染
・
リ
ス
ク
の
知
識
を
深
め
る

 
医
療
安
全
・
感
染
対
策
に
つ
い
て

 
講
義
 

各
部
署
感
染
リ
ン
ク
看
護
師
 

随
時
 

 

卒
後
・
入
職
後
２
・
３
年
目
看
護
職
員
研
修

 
（
ラ
ダ
ー
Ⅱ
対
象
必
須
研
修
）
 

リ
ー
ダ
ー
業
務

 
日
々
の
リ
ー
ダ
ー
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
る
 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
自
己
の

課
題
を
明
確
に
し
、
課
題
を
達
成
の

 

た
め
の
行
動
計
画
を
立
て
る

 

講
義

 

G
W 

主
任
看
護
師
 

卒
後

2年
目
 

7
/
15
 

午
後
研
修
 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

 
臨
床
現
場
で
生
か
せ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
必
要
な
基
礎
技
術
を
学
ぶ

 

問
診
･視

診
・
触
診
・
打
診
の
ポ
イ
ン
ト

 

呼
吸
器

/循
環
器
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
講
義

 
主
任
看
護
師
 

卒
後

2年
目
 

5
/
27
、

6/
24
、

7
/
22
、

7/
29
，
 

8
/
26
、

9/
23
 

2
0

2
0
年
度
 
看
護
教
育
委
員
会

 
研
修
年
間
計
画
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プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ

 
プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
理
解

 

プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
技
術
習
得
確
認
／
プ
リ
セ
プ

タ
ー
シ
ッ
プ
年
間
計
画
の
実
施
／
 

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
支
援

 

講
義

 

G
W 

看
護
協
会
 

教
育
委
員
 

卒
後

3
年
目
 

 
 
 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
発
表
会

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
で
看
護
師
の
展
開
を
振
り
返
り
、
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
発
表

 
発
表

 
教
育
委
員
 

卒
後

2年
目
 

3
/
17
 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

 
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

能
力
を
発
揮
す
る
 

タ
イ
プ
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

コ
ー
チ
ン
グ

 

講
義

 

G
W 

主
任
看
護
師
 

卒
後

3年
目
 

5
/
29
 

社
会
人
基
礎
力

 
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る

 
前
に
踏
み
出
す
力
・
考
え
抜
く
力
・

 

チ
ー
ム
で
働
く
力
の
育
成

 
講
義

GW
 

 
卒
後

2年
目
 

2
0
21
年
 

予
定
 

看
護
過
程
・
看
護
診
断
 

看
護
過
程
を
振
り
返
り
、
看
護
問
題
解
決
能
力

 
を
向
上

さ
せ
る
 

適
切
に
看
護
診
断
を
つ
け
る
能
力
を
身
に
つ
け
る

 

看
護
診
断

 
講
義

 

演
習

 
看
護
師
 

卒
後

2年
目
 

7
/
2 

1
日
研
修
 

 
 
ラ
ダ
ー
Ⅱ
取
得
以
上
（
ラ
ダ
ー
Ⅲ
対
象
必
須
研
修
）

 
 回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護

 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
け
る
看
護
の
役

割
を
理
解
す
る

/基
本
的
な
人
体
の
運
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
学
ぶ
 

（
講
義
）
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の

概
念
・
定
義

/（
演
習
）
人
体
の
 

メ
カ
ニ
ズ
ム

/事
例
検
討
 

講
義
 

W
G 

主
任
看
護
師
 

主
任
看
護
師
 

適
宜
 

看
護
管
理
 

看
護
管
理
に
つ
い
て
理
解
し
中
堅
ナ
ー
ス
と
し
て
看
護
管

理
的
視
点
を
持
っ
た
看
護
実
践
に
つ
い
て
学
ぶ

 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

療
・

看
護

の
環

境
分

析
/
診

療
報

酬
/
看

護
管

理
の

基
礎

的

理
解

/
看

護
サ

ー
ビ

ス
管

理
 

講
義
 

G
W 

総
看
護
師
長
 

適
宜
 

広
島
市
立
病
院
機
構

 
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
節
目
研
修

 

ラ
ダ
ー
Ⅱ
取
得
看
護
師
研
修

 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と

 

キ
ャ
リ
ア
開
発

 

今
後
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
見
据
え
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

立
案
し
自
己
理
解
を
深
め
る

 

キ
ャ
リ
ア
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
中
長
期
展
望
を
描
く
こ
と

で
充
実
し
た

WL
Bを

目
指
す
。

 

キ
ャ
リ
ア
と
は

/仕
事
の
意
義
と
得
て
い
る
こ
と

/

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と

3つ
の
 

視
点
 

講
義
 

演
習
 

未
定
 

卒
後

3年
目
 

 
12
/1
0.
12
/1
8 

市
民
病
院
 

新
主
任
研
修
 

リ
ー
ダ
ー
研
修
（
上
級
）
 

組
織
集
団
の
特
徴
を
理
解
し
、
チ
ー
ム
を
昨
日
さ
せ
る
た

め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ

 
リ

ー
ダ

ー
の

役
割

と
機

能
 

講
義
 

ビ
ジ
ネ
ス
ブ
レ
イ

ン
後
藤
康
之
 

主
任
 

7
/
10
・

2/
22
 

市
民
病
院
 

4
階
 

新
師
長
研
修
 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を
理
解
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
技
術
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

 

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

概
念

の
 

理
解

/
会

議
を

う
ま

く
勧

め
る

方
法

/
フ

ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

 

講
義
 

G
W 

野
口
和
裕
 

新
師
長
 

5
/
22
・

2/
19
 

機
構
本
部
 

事
務
局

5階
 

 卒
後
１
年
目
看
護
職
員
研
修
 
別
紙
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2
0

2
0
年
度
 
集
合
研
修

 
介
護
職
員
全
員
対
象

 

研
修
名
 

目
 
的

 
内
 
容

 
研
修
方
法
 

講
師
 

実
施
日
 

回
復
期
に
お
け
る
 

介
護
士
の
役
割
 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
特
性
及
び
介
護
の
基
本
10
項

目
宣
言
を
学
び
介
護
士
と
し
て
の
役
割
を
理
解
す
る
 

当
施
設
で
の
介
護
士
と
し
て
の
役
割
 

回
復
期
ケ
ア
10
項
目
宣
言
 

講
義
 

看
護
の
質
向
上
委
員
 

介
護
士
 

4
/2
3 

介
護
過
程
の
展
開
 

記
録
の
書
き
方
 

介
護
過
程
を
展
開
し
、
課
題
に
即
し
た
介
入
が
出
来
る
 

記
録
を
SO
AP
で
書
け
る
 

介
護
過
程
の
プ
ロ
セ
ス
 

記
録
の
書
き
方
 

講
義
 

看
護
情
報
委
員
 

介
護
士
 

5
/
2
8 

生
活
支
援
技
術
１
 

食
事
介
助
・
口
腔
ケ
ア
 

食
事
介
助
の
留
意
点
を
学
ぶ
 

口
腔
ケ
ア
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
 

食
事
介
助
・
口
腔
ケ
ア
 

実
技
演
習
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
看
護
師
）
 

6
/
2
5 

生
活
支
援
技
術
２
 

入
浴
介
助
・
更
衣
介
助
 

入
浴
時
の
留
意
点
を
学
び
患
者
が
安
全
に
気
持
ち
よ
く

入
浴
出
来
る
技
術
を
学
ぶ
 

更
衣
の
目
的
及
び
更
衣
介
助
の
方
法
 

入
浴
の
意
義
と
留
意
点
 

更
衣
の
目
的
と
介
助
方
法
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
主
任
看
護
師
）
 

7
/
2
3 

生
活
支
援
技
術
３
 

排
泄
介
助
 

ト
イ
レ
介
助
・
オ
ム
ツ
交
換
時
の
留
意
点
を
学
ぶ
 

排
泄
日
誌
を
読
み
取
る
事
が
出
来
る
 

ト
イ
レ
で
の
排
泄
介
助
 

オ
ム
ツ
交
換
の
実
技
演
習
 

排
泄
日
誌
の
読
み
取
り
方
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
主
任
看
護
師
）
 

9
/
2
4 

生
活
支
援
技
術
４
 

移
乗
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
 

患
者
を
安
全
・
安
楽
に
移
乗
出
来
る
技
術
を
身
に
 

つ
け
る
 

移
乗
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
 

実
技
演
習
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
主
任
看
護
師
）
 

1
0/
2
2 

生
活
支
援
技
術
５
 

環
境
設
定
 

患
者
を
転
倒
・
転
落
か
ら
防
ぐ
環
境
を
整
え
る
事
が
出

来
る
 

安
全
対
策
備
品
の
種
類
と
 

使
用
目
的
に
つ
い
て
 

設
置
の
実
技
演
習
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
看
護
師
）
 

1
1/
2
6 

倫
理
事
例
検
討
 

困
難
事
例
に
お
い
て
介
護
士
と
し
て
出
来
る
 

介
入
策
を
導
き
出
す
事
が
出
来
る
 

グ
ル
ー
プ
討
議
 

講
義
 

討
議
 

看
護
教
育
委
員
会
 

介
護
士
 

（
主
任
看
護
師
）
 

1
2/
2
4 

急
変
時
の
対
応
 

急
変
時
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
し
介
護
士
と
し
て
の
 

動
き
を
学
ぶ
 

急
変
時
に
お
け
る
対
応
の
 

仕
方
 

講
義
 

演
習
 

介
護
士
 

（
主
任
看
護
師
）
 

1
/2
8 

介
護
過
程
発
表
 

介
護
過
程
を
理
解
す
る
 

介
護
過
程
の
展
開
 

発
表
 

介
護
士
担
当
主
任
 

2
/
2
5 

介
護
過
程
の
発
表
 

今
年
度
の
研
修
の
振
り
返
り
 

来
年
度
へ
向
け
て
の
課
題
 

介
護
過
程
を
理
解
す
る
 

介
護
過
程
の
展
開
 

発
表
 

討
議
 

介
護
士
担
当
主
任
 

3
/
2
5 

感
染
 

感
染
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
 

感
染
に
つ
い
て
 

講
義
 

感
染
委
員
 

院
内
必
須
研
修
参
加
 

随
時
 

リ
ス
ク

 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

リ
ス
ク
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
 

抑
制
に
つ
い
て
学
ぶ
 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
 

つ
い
て
 

講
義
 

リ
ス
ク
委
員
 

院
内
必
須
研
修
 

参
加
 

随
時
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卒
後
１
年
目
介
護
職
員
研
修

 

研
修
名

 
目
 
的
 

内
 
容

 
研
修
方
法
 

講
師
 

実
施
日

 

採
用
時
 

病
院
の
組
織
を
知
り
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
職
務
を

責
任
持
っ
て
遂
行
で
き
る
 

介
護
専
門
職
と
し
て
の
役
割
を
身
に
つ
け
る
 

広
島
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
 

介
護
職
員
と
し
て
の
心
構
え
／
接
遇
／
 

倫
理
／
記
録
／
電
子
カ
ル
テ
／
リ
ハ
看
護

／
介
護
技
術
／
医
療
安
全
／
感
染
管
理
 

体
験
学
習
 

実
習
 

講
義
 

別
紙
 

4
/
1～

4
/
9 

20
20
年
度
新
人
教
育
研
修
 

年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

新
規
採
用
介
護
職
員
の
知
識
、
技
術
の
向
上
 

教
育
研
修
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
パ
ス
に
沿
っ

て
随
時
研
修
実
施
 

参
加
型
 

看
護
科
職
員
 

随
時
 

 ＊
毎
月
第
４
木
曜
日
１
５
：
３
０
～
１
６
：
３
０

 

＊
研
修
は
参
加
型
（
講
義
・
実
技
）
と
す
る

 

＊
講
師
担
当
の
介
護
士
は
研
修
１
ヶ
月
前
に
は
資
料
を

 

 
 
 
 
 
 
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
に
提
出
し
確
認
し
て
も
ら
う
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2
0
2
0
年
度

 
広
島
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

 
看
護
科
新
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

日
付

 
時
間

 
研
修
テ
ー
マ

 
研
修
内
容

 
研
修
目
標

 
講
師

 
研
修
対
象

者
 

備 考
 

４
／

1 

（
水
） 

8
：
30
～

1
7
：1

5 

辞
令
交
付

 
書
類
作
成

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

組
織
と
シ
ス
テ
ム
の
説
明

 

別
紙
参
照

 
 

西
川
病
院
長

 

村
中

 

総
看
護
師
長

 

新
人
職
員

全
員

 

 

４
／

2 

（
木
）
 

 

8
:3

0
～

9
:3

0 

看
護
科
の
職
員
と
し
て
の
役
割
（
理
念
・

基
本
方
針
・
看
護
科
目
標
） 

広
島
市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
理
念
を
下
に
そ

の
目
指
す
も
の
、
ま
た
看
護
の
目
指
す
も
の
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
、
年
間
目
標
・
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
つ
い
て

説
明
を
す
る
。

 

リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
理
念
が
理
解
で
き
、
そ
の
理
念
の
流

れ
に
沿
っ
た
看
護
目
標
・
方
針
を
理
解
し
、
自
ら
の
看

護
活
動
に
生
か
す
事
が
で
き
る

 

村
中

 

総
看
護
師
長

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

9
:3

0
～

1
0
：3

0 

看
護
科
教
育
の
考
え
方

 

看
護
・
介
護
倫
理

 

看
護
科
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

 

看
護
実
践
の
中
で
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て

 

プ
リ
セ
プ
タ
ー
シ
ッ
プ
・
ラ
ダ
ー
に
つ
い
て
理
解
す
る

 

日
々
の
看
護
実
践
の
中
で
の
倫
理
的
問
題
に
つ
い
て

意
識
付
け
で
き
る

 

山
根
師
長

 
看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
0
:3

0
～

1
2
：0

0 

プ
リ
セ
プ
タ
ー
紹
介

 

病
棟
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
 

 
プ
リ
セ
プ
タ
ー

 
看
護
師

 

介
護
士

 

病 棟
 

1
3
:0

0
～

1
5
：0

0 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護

 

F
IM

 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
つ
い
て
学
ぶ

 

F
IM
に
つ
い
て

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
に
必
要
な
知
識
・
技
術
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る

 
 

F
IM
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る

 

日
高

 

主
任
看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
5
:0

0
～

1
6
:1

5 

看
護
記
録
・
介
護
記
録

 

電
子
カ
ル
テ
へ
の
入
力

 

看
護
・
介
護
記
録
の
目
的
・
機
能
・
構
成
要
素
に
つ
い

て
 

看
護
診
断
、
看
護
計
画
、
評
価
（
N

O
C
・
N

IC
） 

ペ
ー
パ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
に
よ
る
事
例
の
介
護
過
程
の

展
開

 

看
護
・
介
護
記
録
の
目
的
を
理
解
し
、
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

看
護
計
画
を
正
確
に
立
案
し
、
評
価
し
て
い
く
概
念
が

わ
か
る

 

記
録
を
カ
ル
テ
へ
入
力
で
き
る

 

新
枝
介
護
士

 

小
倉

 

主
任
看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
6
:1

5
～

1
7
:1

5 
看
護
必
要
度

 
看
護
必
要
度
の
解
釈

 
看
護
必
要
度
が
記
入
で
き
る

 
飯
田

 

主
任
看
護
師

 
看
護
師

 
 

４
／

3 

（
金
） 

8
:3

0
～

1
0
：0

0 

医
療
安
全

 

セ
ー
フ
マ
ス
タ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
入
力
方
法
の
説
明

 

医
療
安
全
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
イ
ン
シ
デ
ン

ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
報
告

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
入
力
方
法
お
よ
び
操
作
方

法
に
つ
い
て

 

医
療
安
全
に
関
す
る
基
礎
を
学
び
、
事
故
の
な
い
看

護
活
動
が
で
き
る

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
入
力
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

 
杉
岡
師
長

 
新
人
職
員

全
員

 

 

1
0
：0

0
～

1
1
：0

0 
感
染
対
策

 
感
染
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、
臨
床
で
の

感
染
防
止
対
策
の
実
際
に
つ
い
て

 

感
染
対
策
の
基
礎
か
ら
実
際
ま
で
を
学
び
、
院
内
感
染

防
止
の
具
体
策
が
理
解
で
き
る

 
川
端
師
長

 
新
人
職
員

全
員

 

 

1
1
：0

0
～

1
2
：0

0 
感
染
対
策
実
技

 
実
技

 
実
技

 
杉
原
看
護
師

 
新
人
職
員

全
員

 

 

1
3
：0

0
～

1
5
：3

0 
移
乗
の
技
術

 
移
乗

 
移
乗
の
理
論
を
学
び
、
実
践
で
き
る

 
理
学
療
法
士

 
新
人
職
員

全
員

 
 

1
5
：

3
0
～

１
7
：1

5 
脳
卒
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護

 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
現
状
・
障
害
、
専
門
的
役

割
に
つ
い
て

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
の
実
践
者
と
し
て
、
基
礎
・
基

本
と
な
る
知
識
を
習
得
す
る

 

梶
原

 

主
任
看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

４
／

6

（
月
）
 

 
 

8
:3

0
～

9
:3

0 
放
射
線
の
取
り
扱
い

 
放
射
線
被
曝
・
M

R
I
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
放
射
線
被
曝
・
M

R
I
の
安
全
対
策
を
知
る

 
診
療
放
射
線

技
師

 

新
人
職
員

全
員

 

 

9
:3

0
～

1
0
:3

0 
当
院
で
行
う
検
査
に
つ
い
て

 
採
血
や
エ
コ
ー
検
査
な
ど
の
検
査
上
の
注
意
事
項
に

つ
い
て

 

当
院
で
行
っ
て
い
る
検
査
や
、
採
血
ス
ピ
ッ
ツ
の
取
り
扱

い
、
採
血
方
法
の
注
意
事
項
が
理
解
で
き
る

 

臨
床

 

検
査
技
師

 

新
人
職
員

全
員
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看
護
師
転
勤
者
参
加
項
目

 

座
学
・
講
義
型
か
ら
対
話
・
体
験
型
研
修
へ

 
 

現
場
で
で
き
る
講
義
は
現
場
で
お
願
い
し
ま
す

 
 ＊

 
4 
月

 
9 
日
に
採
血
、
静
脈
注
射
等
の
基
礎
看
護
技
術
研
修
１
日

 
講
師
：プ
リ
セ
プ
タ
ー

 

＊
 
６

 
月
１
７

 日
に

N
A

N
D

A
の
看
護
診
断
、
サ
マ
リ
ー
入
力
の
研
修

 
講
師
：森
本
看
護
師

 

1
0
:3

0
～

1
2
:0

0 
薬
剤
の
取
り
扱
い

 
薬
剤
管
理
と
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

 
薬
剤
の
安
全
な
取
り
扱
い
を
知
る

 
薬
剤
師

 
新
人
職
員

全
員

 

 

1
3
：0

0
～

1
5
：4

5 
急
変
時
の
対
応

 
患
者
急
変
時
の
対
応
に
つ
い
て

 
患
者
急
変
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
救
急
看
護
を
実
施
す

る
 

向
井

 

主
任
看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 
 

1
5
：4

5
～

1
6
：4

5 
職
員
倫
理

 
職
員
倫
理
に
つ
い
て

 
職
員
倫
理
に
つ
い
て
理
解
で
き
る

 
事
務
室

 
新
人
職
員

全
員

 
 

1
6
：4

5
～

1
7
：1

5 
情
報
管
理

 
個
人
情
報
保
護
・
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

 
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
、
情
報
管
理
の
取
り
扱
い

が
わ
か
る

 
事
務
室

 
新
人
職
員

全
員

 
 

４
／

7

（
火
） 

8
:3

0
～

1
0
:0

0 

褥
瘡
ケ
ア

 
褥
瘡
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
予
防
・
ケ
ア
の
技
術
に

つ
い
て

 

褥
瘡
の
発
生
か
ら
治
癒
ま
で
の
過
程
が
理
解
で
き
、

治
療
法
・
患
者
教
育
に
関
す
る
知
識
を
学
び
実
践
す

る
 

倉
本
主
任

 

看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 
 

1
0
:0

0
～

1
2
:0

0 
認
知
症
ケ
ア

 
認
知
症
の
病
態
生
理

 
認
知
症
患
者
の
ケ
ア

 
認
知
症
患
者
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
を
理
解
す
る

 
伊
東
主
任

 

看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
3
：0

0
～

 

1
4
：4

5 

リ
ハ
栄
養

 

摂
食
嚥
下
障
害
看
護

 

リ
ハ
栄
養
に
つ
い
て

 

摂
食
嚥
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
看
護
の
実
際
に
つ
い
て

 

リ
ハ
栄
養
が
理
解
で
き
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
食
嚥
下
障
害
患
者
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
を
理
解
し
実

践
す
る

 

中
込
看
護
師

 
看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
4
:4

5
～

1
6
：1

5 
排
泄
ケ
ア

 
 

 
排
泄
障
害
の
病
態
生
理

 
排
泄
障
害
患
者
の
ケ
ア
の

概
念

 

排
泄
障
害
患
者
の
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
を
理
解
し
、
実

践
す
る

 
小
内
看
護
師

 
看
護
師

 

介
護
士

 

 

1
6
：

1
5
～

1
7
：1

5 
退
院
支
援
、
訪
問
看
護

 
退
院
調
整
・
在
宅
支
援
に
つ
い
て

 
 

退
院
支
援
、
退
院
後
訪
問
指
導
の
実
際
を
知
る
。

 
 

濱
中

 

主
任
看
護
師

 

看
護
師

 

介
護
士

 

 

４
／

8

（
水
） 

 
看
護
師

 
広
島
市
民
病
院
に
て
研
修

 
介
護
士
は
病
棟
に
て
研
修

 
 

8
：
30
～

1
2
:0

0 
基
礎
介
護
技
術

 
基
礎
介
護
技
術
に
つ
い
て
講
義
、
実
技

 

介
護
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
態
度
を
身
に
つ
け
、
介

護
業
務
手
順
に
沿
い
指
導
の
下
に
安
全
か
つ
確
実
に

実
施
で
き
る

 

中
山
介
護
士

 
介
護
士

 

病 棟
 

４
／

9

（
木
） 

 
介
護
士

 
広
島
市
民
病
院
に
て
研
修

 
 

 
看
護
師
は
病
棟
に
て
研
修

 
 

8
：
30
～

1
7
:1

5 

基
礎
看
護
技
術

 

Ｍ
Ｅ
機
器
の
取
り
扱
い

 

基
礎
看
護
技
術
に
つ
い
て
講
義
、
実
技

 

Ｍ
Ｅ
機
器
の
取
り
扱
い
説
明

 

看
護
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
態
度
を
身
に
つ
け
、
看

護
業
務
手
順
に
沿
い
指
導
の
下
に
安
全
か
つ
確
実
に

実
施
で
き
る

 

Ｍ
Ｅ
機
器
を
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
出
来
る

 

プ
リ
セ
プ
タ
ー

 
新
人

 

看
護
師

 

病 棟
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４. 看護科教育 

３） 資格（看護協会、学会認定等） 

資格 人数 備考 

認定看護管理者教育課程ファーストレベル修了 14 広島県看護協会 

同セカンドレベル修了 7 広島県看護協会 

同サードレベル修了 1 広島県看護協会 

認定看護師 4 日本看護協会 

認定看護管理者 1 日本看護協会 

特定行為研修共通科目修了 1 広島大学病院 

回復期リハビリテーション看護師 2 回復期リハ病棟協会 

医療安全管理者養成研修修了者 11 広島県看護協会 

感染管理研修修了者 12 広島県看護協会 

認知症ケア研修 7 広島県看護協会 

介護支援専門員 9 広島県 

診療情報管理士 1 四病院団体協議会 

呼吸療法士 2 学会認定 

医療フットケアスペシャリスト 2 学会認定 

災害支援ナース 4 広島県看護協会 

実習指導者養成講習会修了者 3 広島県看護協会 

介護福祉士実習指導者講習会修了 1 広島介護福祉士会 

介護福祉士ファーストステップ研修修了 1 広島介護福祉士会 

看護教員資格者 2 広島県 

修士 1 大学院 

修士（在学中） 1 大学院 

経肛門的洗腸療法講習修了 3 学会認定 

排尿自立支援研修修了 1 大阪府看護協会 

 

４） 院内資格 

クリニカルラダー 

クリニカルラダーレベル 人数 ％ 

レベルⅠ 58人 98.3％ 

レベルⅡ（レベルⅠⅡ対象者除く） 44人 84.6％ 

レベルⅢ（レベルⅠⅡ対象者除く） 13人 27.1％ 

                 ＊R2年度末対象者 60人中の割合 

院内認定看護師 

摂食嚥下障害看護 4人 

脳卒中リハビリテーション看護 3人 

皮膚排泄 1人 

認知症看護 1人 
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５． 看護活動 

１） 認定看護師活動 

認定領域 氏名 認定年度 活動内容・成果 

摂食・嚥下障害看護 川端直子 平成 22年度 年間を通して、看護実践 139 件、教育 32 件、相

談 21 件であった。摂食機能療法延べ 165 件、摂

食嚥下支援加算対象者 32 人に対して延べ 236 件

のケアを実践した。院内研修会の企画・実施や院

外では、地域での食支援活動への参画、認定看護

師教育課程や他施設等での研修講師等の活動を

行った。 

脳卒中リハビリテー

ション看護 

山根ゆかり 平成 24年度 年間を通して、看護介入実践は 4件、教育実践は

5 件、相談件数は 5件であった。コロナ禍の中、

iPadを取り入れ、脳卒中患者の生活再構築のため

の家族教育を実施した。臨床倫理について多職種

が参加しカンファレンスを行った。令和 2年度は

更に特定行為研修を受講し、修了したため、今後

は看護師の特定行為実践のためのシステム構築

を行っていく。 

皮膚・排泄ケア 倉本美和 平成 26年度 年間を通して、看護実践 345 件、指導 77 件、相

談 77件であった。平成 28年から開設したフット

ケア外来は 5年目となり、令和 2年度の延べ件数

は 67 件となった。院内フットケア認定制度を導

入し、7 名の研修修了者を輩出した。スタッフへ

直接フットケアを指導することで現場でのレベ

ルアップを図っている。4 月より排尿自立支援加

算の算定が始まり、チームを組み、下部尿路障害

機能の回復のための包括的なケアを提供した。12

月から活動し、対象人数 36 人、延べ 202 件に介

入した。院外では、NPO 法人コンチネンス協会の

運営などに関わり、様々な活動を行っている。 

認知症看護 伊東有美子 平成 28年度 年間を通して、看護介入実践は 482件、教育実践

66件、相談件数 50件であった。12月より認知症

ケア加算 1を取得したことで、他職種とケアにつ

いてディスカッションする機会が増え、より個別

性の高いケアの提供を目指し活動している。認知

機能の低下した患者が安心して治療を継続し、そ

の人らしい生活を再構築できよう日々のケア実

践を取り組んでいる。 
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回復期リハビリテーション看護師 

回復期リハビリテー

ション看護師（全国リ

ハビリテーション病

棟協会認定） 

白井亜紀 平成 25年度 

回復期リハビリテーション病棟協会の認定を受

けた看護師 2名で活動を始めて 7年目となった。

リハビリ看護の質向上を図るため、ケア 10 項目

宣言の達成を目指した取り組みを実施している。

令和 2年度は、多職種で統一したケアを行えるよ

う脊髄損傷パスを作成し、使用した。また、FIM

を適切に評価できるよう、多職種での事例検討や

職員参加型の院内研修等の活動を行っている。回

復期リハセラピストマネージャーと協働しICFの

院内研修を行った。 

回復期リハビリテー

ション看護師（全国リ

ハビリテーション病

棟協会認定） 
日高夕子 平成 25年度 

 

４） 学会 

学会発表 

月 氏名 タイトル 主催 

R3.2 川端直子 

急性期病院の摂食・嚥下障害看護認定

看護師が行う脳卒中患者の誤嚥予防 

看護の特徴 

日本赤十字広島看護大学大学院 

R2.11.9 一瀬正伸 

回復期リハビリテーション病院に 

おける脳卒中患者の在院日数に影響を

与える要因 

日本リハビリテーション看護学会

第 32回学術大会 

R2.6.20～21 伊東有美子 

認知症ケア加算 2施設基準対応研修を

受けた看護師に行った認知症看護 

フォローアップ研修の効果 

日本老年看護学会 

第 25回学術大会 

R2.8.3～9.2 伊東有美子 
認知症高齢者における BPSDへの対応

生活リズムを把握することの有用性 
第 61回日本神経学会学術大会 

R2.11.9 梶原正子 

回復期病棟における失語症患者に 

対するコミュニケーション支援の成果

～ICFモデルを活用して考察する 

日本リハビリテーション看護学会

第 32回学術大会 

 

５）  社会貢献 

社会貢献 

 社会的活動 名前 役割 主催 

1 
日本リハビリテーション看護学会 

運営 
村中くるみ 理事 

日本リハビリテーション 

看護学会 

2 
日本リハビリテーション看護学会 

運営 
川端直子 理事 

日本リハビリテーション 

看護学会 

3 
研修の企画運営 

杉岡真紀子 運営委員 
連携実務者ネットワーク  
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4 
広島地方部会運営 

山根ゆかり 役員 
日本脳神経看護研究学会 

5 
日本リハビリテーション看護学会 

運営 
川端直子 理事 

日本リハビリテーション 

看護学会 

6 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター研修会 
川端直子 運営委員 

はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

7 
食べる困りごと相談 

川端直子 運営委員 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

8 
広島市立病院機構 教育担当者 

川端直子 運営委員 
広島市立病院機構 

9 
理事 

川端直子 運営委員 
POTTプロジェクト  

10 
介護レストラン（廿日市市） 

川端直子 
副実行 

委員長 

はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

11 
5施設指導者研修会運営 

向井康人 運営委員 
5施設指導者研修会 

12 
5施設指導者研修会運営 

小倉桂子 運営委員 
5施設指導者研修会 

13 
広島県看護協会北支部運営 

小倉桂子 副支部長 
広島県看護協会北支部 

14 
コンチネンス協会中四国支部運営 

倉本美和 運営委員 
コンチネンス協会中四国支部 

15 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター主催研修会 
小内恵美 運営委員 

はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

16 
介護レストラン 

小内恵美 運営委員 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

17 
食べる困りごと相談 

小内恵美 運営委員 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 

18 
介護レストラン 

永松栄子 運営委員 
はつかいち暮らしと看取りの 

サポーター 
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講師等 

 研修名 名前 年月日 主催 

1 身体の計測と観察 向井康人 R2.7～10 安佐准看護学院 

2 

回復期リハビリテーションの看護 白井亜紀 R2.10.20 安佐准看護学院 

3 医療安全研修－市リハの取り組み－ 杉岡真紀子 R2.8.28 日比野病院 

4 

実習指導者研修 

パネルディスカッション 

～中堅看護師育成～ 

村中くるみ R2.10.10 広島市立看護専門学校 

5 
広島市立リハビリテーション病院の 

役割と看護 
村中くるみ R2.2.18 安佐准看護学院 

6 

リスクマネジメント論、 

摂食嚥下障害援助論、 

家族への指導 

川端直子 R2.7.17 

日本赤十字広島看護大学 

摂食・嚥下障害看護認定看

護師教育課程 

7 看護職員認知症対応力向上研修 伊東有美子 
R2.12.22 

R3.2.10 
広島県看護協会 

8 認知症対応力向上研修 伊東有美子 R2.12.22 広島県看護協会 

9 認知症対応力向上研修 伊東有美子 R2.2.10 広島県看護協会 

10 認知症者の理解とケアのヒント 伊東有美子 R2.11.9 舟入市民病院 

11 認知症患者の看護 伊東有美子 
R2.5.25 

6.1,8,15 

広島市立看護専門学校 

第一看護学科 

12 認知症患者の看護 伊東有美子 R2.10.1,8,15 
広島市立看護専門学校 

第二看護学科 
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執筆 

年 題名 著者 発行所 頁～頁 

R2 
回復期リハビリテーション病棟での 

新型コロナウィルス感染症対策 
川端直子 

日本リハビリテ

ーション 

看護学会 

P.1～P.2 

R2 
できることから始めた感染対策と 

継続的生活支援についての課題 
川端直子 

日本リハビリテ

ーション 

看護学会 

Vol.10 P.31～P.35 

R2 
事例から学ぶ退院支援 

「自宅に帰りたい」患者への支援 
白井亜紀 

メディカ出版 

リハビリナース 
R2.7 第13巻4号P48-53 

R2 
事例から学ぶ退院支援 

「自宅に帰りたい」患者への支援 
日高夕子 

メディカ出版 

リハビリナース 
R2.7 第13巻4号P48-53 

R2 
「認知症看護認定看護師としての 

活動から」 
伊東有美子 

日本リハビリテ

ーション 

看護学会 

Vol.10 P.99 

R2 
「回復期リハビリテーション病棟での

認知症看護の実際」 
伊東有美子 

日総研 

臨床老年看護 
P.24～P.30 

 

６． 実習受け入れ（延べ人数） 

令和 2年度臨地実習受入学校一覧 

学校名 分野 人数 

広島市立看護専門学校 基礎看護学Ⅰ‐１ Ⅰ－2  コロナウィルス感染症対策の

ため実習の受け入れを行わな

かった 

看護の統合と実践 

広島大学 基礎看護学 

安田女子大学看護学部 看護の統合と実践 

高齢者看護学 

広島大学医学部 早期体験実習 

安佐准看護学院 成人・老年看護学 学校にて講義 

日本赤十字広島看護大学  摂食嚥下障害看護認定看護師教育課程    44 

合計（延べ人数）  44 
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